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２０１９年 新年ご挨拶 : ＱＳＴver.2 に向けて 
 

国⽴研究開発法⼈ 量⼦科学技術研究開発機構 
理事⻑ 平野 俊夫 

 
 
 

新年あけましておめでとうございます。 
皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 
 量⼦科学技術研究開発機構（量研/ＱＳＴ）は、2016 年４⽉１⽇に発⾜してから３回⽬の新
年を迎えました。これまでに滑⾛路を整備し、離陸を開始したＱＳＴは、本年、いよいよ⼤空⾼
く舞い上がる時期に来ています。ＱＳＴ⾃らの将来の柱とする「次世代放射光施設」、「量⼦⽣
命科学」、「がん死ゼロ健康⻑寿社会プロジェクト」を着実かつ積極的に推進していくことはも
ちろんですが、本年４⽉１⽇には⼤幅な組織改編を⾏うことになっております。私はこれを  
「ＱＳＴver.2」と名付け、放射線医学などの量⼦医学・医療、量⼦ビーム科学、核融合エネル
ギー、そして量⼦⽣命科学の４つを柱とする新しい組織としてスタートさせます。また放医研病
院は「ＱＳＴ病院」として改組し、研究開発病院の使命を推進します。さらに「⾼度被ばく医療
センター」を新設し、⽇本の被ばく医療の中⼼としての役割を果たします。 
 
 本年１⽉８⽇にＱＳＴの全研究拠点をＴＶ会議システムで結び、全職員に向けた年頭挨拶を
⾏いました。職員の「ＱＳＴver.2」に対する強い志を感じるとともに、職員が⼀丸となって、
「ＱＳＴver.2」を成功させることを改めて⼼に決意したときでした。ここに、年頭挨拶 2019
をご紹介させていただきます。これにより、私の「ＱＳＴver.2」を成功へと導く決意を感じて
いただくとともに、皆様が新⽣ＱＳＴに強いご期待をお寄せいただければ、たいへん嬉しく存じ
ます。ＱＳＴは 2019 年に Quantum Leap します。 
 
 最後になりますが、本年も皆様のますますのご発展とご健勝を祈念し、引き続き倍旧のご⽀援、
ご鞭撻を賜りますよう⼼からお願い申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 
 

２０１９年１⽉吉⽇ 
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２０１９年 年頭挨拶 
 

国⽴研究開発法⼈ 量⼦科学技術研究開発機構 
理事⻑ 平野 俊夫 
 

皆様、明けましておめでとうございます。 
2016 年４⽉１⽇にＱＳＴが発⾜してから３回⽬の新年を迎えることとなりました。私が皆様

という素晴らしい仲間と、⼤きな可能性を秘めた組織に出会ってから２年９ヶ⽉、この間に皆様
とともに多くのことにチャレンジしてまいりました。初年度の 2016 年 10 ⽉には中⻑期的な視
野に⽴ち、ＱＳＴが⽬指すべき⽅向性を「ＱＳＴ未来戦略２０１６」として、皆様とともにまと
めることができました。その中でも述べているように、現在を多様性爆発の⼤変⾰時代と捉えて、
ＱＳＴは量⼦科学技術による世界の⼈々との連携を介して、量⼦科学技術を推進することは勿
論のこと、異⽂化理解や異⽂化尊重の精神を育むことにより、「調和ある多様性の創造」を⽬指
します。そして、平和で⼼豊かな⼈類社会の発展に貢献します。このような理念の下に、ＱＳＴ
は「世界トップクラスの量⼦科学技術研究開発プラットフォームを構築する」という志に向かっ
て全員の英知と⼒を結集して進んできました。その１つの例が、「がん死ゼロ健康⻑寿社会」実
現を⽬指して、ＱＳＴの全ての部⾨が参加して推進している次世代重粒⼦線がん治療装置   
「量⼦メス︓Quantum Scalpel」研究開発プロジェクトです。 

そしてこの間に、世界における量⼦科学技術の重要性が増し、その担い⼿としてＱＳＴに対
する期待感がますます⾼まってきました。その結果、昨年は、これまでの活動が認められて、オ
ールジャパンとして重要な複数の事業を、ＱＳＴが主体となって開始することになりました。 

まず、ＱＳＴ発⾜直後から様々な取組をしてきた量⼦⽣命科学が予算化されて、具体的な研
究開発が始まりました。また、次世代放射光施設の整備・運⽤の検討を進める国の主体としての
指名、国の重要プロジェクトである戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の管理法⼈
としての指名、加えて、原⼦⼒規制庁からの基幹⾼度被ばく医療⽀援センターとしての期待など、
国の事業の中核を担う組織として、ＱＳＴは今まさに⾶躍を遂げようとしています。 

このように、ＱＳＴを巡る状況は急激に変化しています。また、発⾜から２年以上が経過し
て、ＱＳＴの円滑な研究開発活動を進める上での課題も⾒えてきました。そこで、「ＱＳＴ未来
戦略２０１６」の先を⾒据え、ＱＳＴが今後さ
らなる⾶躍を遂げるための戦略を検討する 
「ＱＳＴ未来戦略検討委員会」を４つのワーキ
ンググループとともに昨年１⽉に設置し、議論
を重ねました。その結果、今年４⽉に組織改⾰
を⾏い、業務運営の効率化や研究開発成果の最
⼤化を図ることとなりました。今年は、この改
⾰を追い⾵に新たな事業を軌道に乗せて、「⼤



4

 
空へ上昇中のＱＳＴを皆様と⼒を合わせてより⾼みへと導く１年にしたい」、そう考えています。 

昨年には四半世紀を経て、初めて放医研の重粒⼦線がん治療装置の技術が世界に⽻ばたくこ
とが決まりました。また、従来の⾻軟部腫瘍に加えて、前⽴腺がんと頭頸部腫瘍が保険適⽤にな
りました。今年は重粒⼦線によるがん治療 25 周年に当たります。そして 2020 年の JT-60SA
完成に向けていよいよ待った無しの秒読みの１年となります。発⾜当時の単なる組織の寄せ集
めではなく、真に１つの研究機関として、そして量⼦科学技術における⽇本の、ひいては世界の
牽引役として、今年４⽉１⽇、新しい元号を先取りする形で、ＱＳＴは皆様と⼒を⼀つにして 
「ＱＳＴver.2」として⽣まれ変わります。すなわち、ＱＳＴは古い上着を脱ぎ捨てて、新⽣Ｑ
ＳＴとしての⼀歩を踏み出すことになるのです。 

それでは、今年への思いについてトピックスを挙げつつ述べたいと思います。 
 
【組織改⾰】 

冒頭でも申し上げたとおり、ＱＳＴを巡る急激な状況変化を受けて、業務運営の効率化や研究
開発成果の最⼤化のため、今年４⽉に、現在の３部⾨を１）量⼦医学・医療部⾨、２）量⼦ビー
ム科学部⾨、３）核融合エネルギー部⾨とした上で、これから述べる五つの柱からなる組織改⾰
を⾏うこととしました。 

⼀つ⽬の柱は「量⼦⽣命科学領域」の新設による量⼦科学研究の体制強化、⼆つ⽬の柱は、昨
年 12 ⽉に設置した「次世代放射光施設整備開発センター」による次世代放射光施設の整備・運
⽤に関する業務の推進、三つ⽬の柱は「⾼度被ばく医療センター」の新設による⾼度被ばく医療
⽀援体制の強化です。また、四つ⽬の柱は研究開発病院としての病院経営の強化を⽬指した新⽣
「ＱＳＴ病院」における改⾰です。そして最後の柱が、これら四つの柱により増加する業務量に
対応するために必要不可⽋な事務体制の効率化です。 

この結果ＱＳＴは、量⼦医学・医療領域、放射線安全領域、量⼦材料・物質科学領域、量⼦光
学領域、量⼦エネルギー理⼯学領域、量⼦⽣命科学領域の６研究領域を、５研究所、２センター、
そしてＱＳＴ病院で展開していくことになります。また、昨年ＱＳＴはＳＩＰ「光・量⼦を活⽤
した Society5.0 実現化技術」の管理法⼈に指名され、レーザー加⼯、光・量⼦通信や光電⼦情
報処理などの研究開発にも⼀定の関与をすることとなりました。この結果、ＱＳＴは量⼦科学技
術のほぼ全ての研究領域を包括する⽇本で唯⼀の国⽴研究開発法⼈となります。 
  

では、それぞれの項⽬について、詳しく述べていきます。 
 
【量⼦⽣命科学領域】 

ＱＳＴでは、発⾜当初から、「量⼦論や量⼦技術に基づく⽣命現象の解明と医学への展開」を
⽬標に掲げ、新たな分野融合研究である「量⼦⽣命科学」の確⽴に向けた取組を⾏っています。
この取組を通じ、分⼦レベルから量⼦レベルの計測と現象の理解を通じて⽣命科学にパラダイ
ムシフトを起こし、命と物質の根源的な違いを明らかにするとともに、これを通じて得られた知
⾒を医学・医療は勿論のこと、量⼦科学技術をはじめとした幅広い分野に⽣かすことで、新たな
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イノベーションの創出を⽬指しています。これまでに、複数の研究機関と連携し、２年前にオー
ルジャパン体制の量⼦⽣命科学研究会を⽴ち上げるとともに、学術活動や国際シンポジウムの
開催などを⾏ってまいりました。さらに、放医研の拠点を中⼼として、ナノ量⼦センサを⽤いた
細胞中の局所的な電位・磁場等の計測などの研究開発も開始しました。 

そして今年４⽉には、「量⼦⽣命科学」を重点的に推進するため、理事⻑直轄組織として「量
⼦⽣命科学領域」を新設します。この領域研究を強⼒に推進するため領域⻑および領域研究統括
を設け、⼤学の先⽣⽅をクロスアポイントメント制度等によりお迎えし、オールジャパン体制で
推進して⾏きます。これらの領域⻑や領域研究統括を中⼼にＱＳＴ内の各拠点の皆様が有機的
に連携するとともに、ＱＳＴ外の研究者とも連携し優れた研究成果を世界に発信し続ける研究
体制を構築していきたいと思います。さらに、今年４⽉には「⼀般社団法⼈量⼦⽣命科学会」を
⽴ち上げるとともに、第３回ＱＳＴ国際シンポジウムのテーマとして、再度「量⼦⽣命科学」を
取り上げます。 

 
【次世代放射光施設整備開発センター】 

軟Ｘ線領域の放射光発⽣を主眼とする３GeVクラスの次世代⾼輝度放射光源は、産業利⽤及
び学術利⽤に⼤きな可能性を拓くものです。我が国の次世代放射光施設の整備・運⽤事業は官⺠
地域パートナーシップにより進めることになっており、ＱＳＴは、昨年１⽉に施設の整備・運⽤
の検討を進める国の主体として⽂部科学省から指名されました。これまでの実績に加えて、何よ
り、新しい組織であるＱＳＴがさらに⼤きく⾶躍することへの強い期待が込められていると理
解しています。また、パートナーとしては、⼀般財団法⼈光科学イノベーションセンターを代表
機関とする、同財団、宮城県、仙台市、東北⼤学、及び東北経済連合会が昨年７⽉３⽇に正式に
選定されました。これらを受けて、パートナーと協⼒しながら施設・設備の着実な整備を進める
ために、昨年12⽉に量⼦ビーム科学研究部⾨に「次世代放射光施設整備開発センター」を新設
し、詳細な仕様検討等を開始しています。ＱＳＴが名実ともに量⼦科学技術研究開発プラットフ
ォームの役割を果たすための⼤きなステップになると信じています。 

 
【⾼度被ばく医療センター】 

昨年４⽉に開催された第３回原⼦⼒規制委員会において、専⾨家の⼈材育成や、内部被ばく
に関する線量評価等で中⼼的な役割を担う「基幹⾼度被ばく医療⽀援センター」が新たに指定さ
れることが決まりました。 

現在我が国ではＱＳＴを含む５センターが⾼度被ばく医療⽀援センターとして活動していま
すが、今回の原⼦⼒規制委員会の決定を受けて、ＱＳＴはこれまで培ってきた知⾒と経験を⼗⼆
分に発揮する好機ととらえ、基幹⾼度被ばく医療⽀援センターへの指定も視野に⼊れつつ、国の
拠点として我が国の被ばく医療をけん引する⼤きな役割を果たせるように、その組織と運営体
制を強化していきます。具体的には、量⼦医学・医療部⾨に「⾼度被ばく医療センター」を新設
します。関連する施設の建設も決定しました。これによって、指定公共機関及び⾼度被ばく医療
⽀援センターとして⽇本の中核的役割を担っている放射線被ばく医療を、将来を⾒据えて、より



6

 
機動的に整備・運営できる体制を整えるとともに、関連研究開発を⼀体的に実施します。 

 
【ＱＳＴ病院】 

現在の放医研病院を改組し、名称を「ＱＳＴ病院」と改めＱＳＴ全体の病院と位置付け、量⼦
医学・医療における研究開発病院としての性格付けをより明確にするとともに、病院経営の強化
を進めます。これにより、ＱＳＴ病院は研究成果の医療への実際の展開を通じて量⼦医学の研究
と医療を有機的に連関させる極めて重要な役割を担うことになります。この役割を果たすため、
病院の企画・経営体制を強化し、より機動的な運営を⾏うことができる体制を整備します。また、
⾃由診療の収益を「量⼦メス︓Quantum Scalpel」研究開発プロジェクトの研究開発資⾦の⼀
部に充当させることにより、本プロジェクトの実現を加速していきます。単に病院の名称を変え
ることにとどまらず、「研究開発病院」として、ＱＳＴのもつ重要な側⾯である「社会貢献」の
⼀翼を担うべく、その役割を明確にしていきます。 

 
【事務部⾨の効率化】 

以上のような組織改⾰に合わせて、業務量の変化に確実かつ柔軟に対応するための、事務部
⾨の改⾰を⾏います。具体的には、本部に財務部を新設することで経理・契約業務の改善を図る
など、本部と部⾨の効果的な機能連携を⽬的とした効率的な体制を構築することとしました。今
後も不断の⾒直しを⾏い、最適化を進めていくため、皆様のご意⾒をいただきたいと考えていま
す。 
 
【各部⾨等の重要事項】 

以上の組織改編で触れられなかった事業についても引き続き着実に進めることは⾔うまでも
ありません。 

量⼦医学・医療研究では、昨年４⽉に国内で保険適⽤が拡⼤された重粒⼦線がん治療について、
⽶国UTSWらとの国際共同プロジェクトを介する膵臓がんの国際ランダマイズ⽐較試験を滞り
なく進め、海外への普及にも⼀層の弾みをつけることが期待されます。また、「がん死ゼロ健康
⻑寿社会」実現に向けて、ＱＳＴの全組織の英知を結集して推進している次世代重粒⼦線がん治
療装置である「量⼦メス︓Quantum Scalpel」の研究開発をさらに加速していくとともに、引
き続き外部資⾦の獲得を⽬指します。また、中⻑期計画に沿って確実な成果を出し続けている標
的アイソトープ治療や脳機能イメージング研究をより厚みのあるものとして加速して⾏きます。
ＱＳＴに課せられたミッションとして、社会的な関⼼が今なお⾼い低線量放射線の影響に関す
る研究を地道に進め、IAEA や WHO、ICRP などの国際機関への貢献を推進することも極めて
重要です。 
 量⼦ビーム科学研究では、⾼崎研を中⼼とした量⼦材料・物質科学領域と関⻄研を中⼼とした
量⼦光学領域の研究拠点の構築に向けた強化をそれぞれ進めてきました。 

今年は、東京⼯業⼤学や東北⼤学と締結した研究協⼒協定に基づき、量⼦計測・センシングや
磁性・スピントロニクス研究開発を進展させます。また、国際協定の締結や昨年 11 ⽉に開催し
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た第２回ＱＳＴ国際シンポジウムの実績を背景に、⾼強度レーザー科学研究を加速させていき
ます。合わせて、国の⼤型プロジェクトである光・量⼦⾶躍フラッグシップ（Q-LEAP）や未来
社会創造事業の枠組みを⼗分に活⽤し、単なる量⼦ビームプラットフォームの提供に留まらず、
世界をリードする研究拠点形成を⽬指した活動を推進します。 

ＱＳＴが我が国の代表機関として国際約束の中で実施している核融合技術開発は、ITER の
2025 年稼働、JT-60SA の 2020 年ファーストプラズマに向けて⾮常に重要な局⾯を迎えてい
ます。特に、那珂研において建設を進めている JT-60SA は、今年中に建設の最後の⼭場を迎え、
オリンピックイヤーである来年 2020 年には稼働を始める予定です。ITER については、今年中
に⽇本製の超伝導トロイダル磁場コイルの ITER 機構への納⼊が始まり、本体組⽴開始に向けて
機器製作も佳境を迎えております。六ヶ所研における原型炉設計や加速器開発などの幅広いア
プローチ活動も、再来年度からのフェーズ２での活動拡⼤に向けて、フェーズ１の⽬標を達成す
るための重要な１年となります。 

 
【ＱＳＴの認知度向上】 

ＱＳＴが継続的にその⼒を発揮して発展していくためには、理事⻑たる私や、理事や広報課
⻑が先頭にたって広報活動をすることはもちろんですが、皆様⼀⼈ひとりがＱＳＴの広報パー
ソンとなって、社会にその名前と活動を知っていただき、ＱＳＴサポーターを増やしていくこと
が不可⽋です。内容を充実させて来館者増につながっている「きっづ光科学館ふぉとん」に加え
て、今年は、⼤阪市にある⼤阪科学技術館にＱＳＴの展⽰スペースを新たに開設するとともに、
きっづ光科学館との連携を進めます。また、今年４⽉よりＱＳＴのホームページをスマートフォ
ンへの対応を含めてリニューアルします。 

ＱＳＴサポーターからのＱＳＴ未来基⾦への寄附についても、寄附者の御芳名を紹介する銘
板を本部に設置するなど取組を充実させており、引き続き活動を進めてまいります。 

 
【最後に】 

これから予定している改⾰について、様々な不安を抱いている⽅がおられると聞いています。
確かに変化の渦中にあるときは先が⾒通せないということもあって、⼈は誰しも「不安」を抱く
ものです。しかし「不安」の裏返しは「可能性」です。「変化があるからこそ、無限の可能性が
ある」のです。 

ＱＳＴの皆様は、年齢に関わらず、将来への可能性を追求していただきたい。夢を求めていた
だきたい。執⾏部の⼤きな役割は現状維持で安全運転をすることではなく、向上⼼を抱いて未来
に挑戦し、変化を求め、夢の可能性を皆様に提供することにあると考えています。「変化はチャ
ンス」と考えて、是⾮とも⾼い志を抱いて未来に挑戦してほしいと思います。 

よく、「天の時、地の利、⼈の和」が、物事を成就する上で重要な要素であると⾔われます。
これら３つがすべて揃えば、その結果は想定をはるかに超えたものになると思います。禅語にも
「葉落ち花開く⾃ずから時有り」、という⾔葉があります。ＱＳＴにとり、今、「その時」が間
近に迫りつつあると思うとワクワクしませんか︖「花開萬劫春」は遠い将来のことではなく、⽬
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の前に迫っているのではないでしょうか。 そして、新しいＱＳＴを牽引するのは、他でもない
ＱＳＴの構成員全員、皆様⾃⾝です。冒頭でも触れたとおり、今年４⽉１⽇、新しい元号を先取
りする形で、ＱＳＴは皆様と⼒を⼀つにして「ＱＳＴver.2」として⽣まれ変わります。皆様と
⼒を合わせて「Quantum Leap」 しましょう。 
 
「夢は叶えるためにある」 
 
それでは、2019年がＱＳＴにとって素晴らしい年になることを願うとともに、皆様⽅のご健

康とご活躍をお祈りして、私の新年の挨拶に代えさせていただきたいと思います。 
 
 
 
〔ご参考〕 
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